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私
は
十
年
前
に
実
父
を
末
期
の
癌
で
亡
く
し
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
に
は
、
長
い
間
女
性
問
題
と
Ｄ
Ｖ
で
悩
ま
さ
れ
て
い

た
夫
と
や
っ
と
離
婚
。
二
人
の
子
供
た
ち
と
の
三
人
の
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。

結
婚
生
活
は
と
て
も
つ
ら
く
、
精
神
的
に
苦
し
い
も
の
で

し
た
。
五
キ
ロ
も
体
重
が
減
り
、
血
尿
が
出
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
離
婚
時
の
い
ざ
こ
ざ
も
あ
り
、
母
と
は
ぎ
ご
ち
な
い

関
係
が
続
き
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
と
の
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し

は
と
て
も
楽
し
く
快
適
で
し
た
。

父
は
三
歳
の
幼
い
私
を
連
れ
て
、
今
の
母
と
再
婚
し
て
い

ま
す
。
複
雑
な
生
い
立
ち
も
あ
り
、
私
は
二
十
歳
で
結
婚
し

て
か
ら
は
、
母
方
の
親
戚
は
も
ち
ろ
ん
、
父
方
の
親
戚
と
も

疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何
と
な
く
自
分
は
、
身
内
の
中

で
も
異
質
で
邪
魔
な
存
在
だ
と
思
い
込
み
、
距
離
を
置
い
て

い
た
の
で
す
。

離
婚
し
て
二
年
経
っ
た
頃
、
左
下
の
顎
か
ら
奥
歯
、
舌
に

か
け
て
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
痛
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
歯
科
医
で
も
異
常
は
な
く
、
痛
み
は
治

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
歯
科
医
を
転
々
と
し
ま

し
た
が
、
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

痛
み
が
少
し
治
ま
る
時
期
も
あ
り
、
七
年
く
ら
い
何
と
か

や
り
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
夜
中
も
ド
リ
ル
で
貫
か
れ
る

よ
う
な
激
痛
で
眠
れ
ず
、
水
さ
え
も
痛
く
て
飲
め
な
く
な
り

ま
し
た
。

昨
年
大
き
な
病
院
で
診
て
も
ら
う
と
、
三
叉
神
経
痛
の
症

状
と
診
断
さ
れ
、
念
の
た
め
に
脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
初
め
て
痛
み
の
原
因
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
な

ん
と
直
径
三
・
五
セ
ン
チ
大
の
腫
瘍
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
が

三
叉
神
経
を
圧
迫
し
て
痛
み
が
続
い
て
い
た
の
で
し
た
。
脳

の
腫
瘍
は
幸
い
に
も
良
性
で
、
手
術
で
取
り
除
け
ば
大
丈
夫

と
言
わ
れ
、も
っ
と
早
く
検
査
す
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
ま
し
た
。

手
術
の
日
の
朝
、
母
と
父
方
の
叔
母
が
心
配
し
て
病
室
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
叔
母
と
は
父
の
七
回
忌
に
顔
を
見
た
き

り
で
し
た
。
私
は
、
難
し
い
と
言
わ
れ
る
手
術
に
不
安
を
覚

え
て
い
ま
し
た
が
、
十
四
時
間
に
も
及
ぶ
手
術
は
無
事
成

功
。
腫
瘍
も
全
部
き
れ
い
に
取
り
除
か
れ
、
あ
の
恐
ろ
し
い

痛
み
も
跡
形
も
な
く
消
え
て
い
ま
し
た
。

後
で
知
っ
た
の
で
す
が
、
手
術
の
間
控
え
室
に
は
、
父
方

の
親
戚
た
ち
が
十
人
近
く
も
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で

す
。
皆
、
と
て
も
心
配
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

退
院
ま
で
の
二
週
間
、
友
人
や
親
戚
、
母
や
父
方
の
叔
母

夫
婦
は
毎
日
の
よ
う
に
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

日
々
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
く
私
を
、
叔
母
た
ち
は
と
て
も

喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
退
院
し
て
か
ら
も
時
々
、
叔
母

宅
に
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
病
気
は
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で
し

た
が
、
検
査
を
し
た
お
陰
で
長
年
の
痛
み
の
原
因
が
分
か

り
、
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
病

気
に
な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
は
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
た
ち

に
心
配
さ
れ
て
、
愛
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
世
話
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本臨床検査専門医会

大西明弘

“よく受ける検査”の意味
●ASTとALTはどういうものですか？
肝臓の検査でおなじみのASTとALTは、
アミノ酸のアミノ基を転移させ、別のアミノ
酸を生成するアミノ基転移酵素です（従来は
GOTとGPTと呼ばれていましたが、国際命
名基準により、ASTとALTと呼ばれていま
す）。両酵素ともに臨床現場で示されている
値は、酵素活性として測られた値です。
ASTとALTは、肝臓の病気のときに肝細
胞が壊され、肝細胞から流出する逸脱酵素
で、したがって血液中より細胞内に高濃度に
存在します。実はASTとALTは、体のあら
ゆる臓器の細胞に含まれる酵素なのです。し
かし分布の違いがあって、ASTは、心筋＞
肝臓＞骨格筋＞腎臓の順に多く含まれ、これ
らの組織（細胞）が病気で障害されると、血
液中に流出し、値が上昇します。
したがってASTの上昇は肝臓の病気以外
でも、例えば心筋梗塞、心筋炎、肺梗塞、腎
梗塞、筋ジストロフィ－、筋炎、溶血性疾患
などで上昇します。健常者でも運動時などに
は、心筋細胞からASTが血液中に流出し上
昇します。一方ALTは、肝臓≫心筋＞骨格

筋の順に多く含まれていて、特に肝臓に多く
含まれているため、その上昇はASTより肝
臓の病気に特異性が高いと考えられていま
す。
また血液中のAST値、ALT値は、必ずし
も肝機能が低下した際に上昇するわけではあ
りません。肝臓の病気（肝炎ウイルス、アル
コール、自己免疫性等）により破壊されつつ
ある肝細胞の量を反映していますが、すでに
破壊された肝細胞量を反映するわけではあり
ません。例えば破壊しつくされた後の劇症肝
炎終期や肝硬変末期ではそれほど増加してい
ないのです（図１参照）。

●どのような病気でASTとALTは増加
しますか？　そしてその増加の程度は？
肝臓が障害されるとASTとALTは増加し
ますが、その程度とAST、ALTのどちらの
酵素が優位に増加するかは病気によって違い
ます。表１にそれらをまとめていますが、特
に急性肝炎、劇症肝炎、重症心筋梗塞やショ
ック肝などで著しく高値を示します。AST
とALTの増加の程度は、慢性肝炎、肝硬変
では病気の進み度合いによっても血液中の値
は変化します（図１参照）。
ここで示した値はあくまで目安で、血液中
のASTとALTの値は日々変化し、いろいろ
な条件（運動、疲労、採血時の姿勢、性差）
でも影響されますので注意が必要となりま
す。このように多くの肝臓の病気で血中の値
は上昇しますが、ASTとALTのみで診断が
決定されることはまずありません。他の血液
検査や画像検査を組み合わせてはじめて診断
がつくと考えられ、ASTとALTは、あくま
で肝細胞障害を示す補助的な検査項目と思わ
れます。

AST（GOT）、
ALT（GPT）
の検査について

専 門 医 が 教 え る
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二
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一
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一
般
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「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」

入
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作
品
の
紹
介

●

努
力
賞

ラボ通信

日衛協ナウナウ

地
球
環
境
の
保
護
と
大
震
災
を
機
に
逼
迫
す
る
電
力
需
給
に
対
応

環
境
保
全
と
節
電
に
取
り
組
む
日
衛
協

環
境
保
全
は
衛
生
検
査
所
の
社
会
的
使
命

従
来
の
環
境
基
本
方
針
を
改
訂
し

新
た
な
「
環
境
方
針
」
を
制
定

臨
床
検
査
の
立
場
か
ら
国
民
医
療
の
進
展
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
『
衛
生
検
査
所
の
社
会
的
使
命
と
し
て
環
境
に

与
え
る
負
荷
を
継
続
的
に
改
善
し
地
球
環
境
の
保
全
に
努

め
る
』
と
の
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
に
、
日
衛
協
で
は
か
ね
て

か
ら
地
球
環
境
の
保
全
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
所
管
委
員
会
で
あ
る
総
務
・

労
務
委
員
会
で
の
議
論
と
検
討
を
踏
ま
え
、
平
成
十
四
年

度
以
降
、
独
自
の
環
境
基
本
方
針
の
も
と
に
協
会
を
挙
げ

て
地
球
環
境
の
保
全
に
向
け
て
幅
広
い
施
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

一
方
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
い
ま
な
お
温
暖
化
に
象

徴
さ
れ
る
環
境
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
将
来
に
わ
た

っ
て
の
「
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
」
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
日
衛
協
で
は
昨
年

度
、
環
境
保
全
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
で
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
環
境
保
全
推
進
に
関
す
る
小
委

員
会
を
設
置
。
そ
こ
で
の
検
討
と
環
境
保
全
推
進
に
関
す

る
会
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、

従
来
の
環
境
基
本
方
針
を
全
面
的
に
改
訂
し
た
新
た
な

「
環
境
方
針
」（
表
１
）
を
去
る
三
月
二
十
四
日
に
制
定
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
方
針
の
行
動
指
針
に
沿
っ
て
環
境
に
優
し

い
物
品
を
積
極
的
に
活
用
す
る
＝
グ
リ
ー
ン
購
入
、
施
設

毎
か
ら
事
業
者
単
位
に
軸
足
を
移
し
た
＝
改
正
省
エ
ネ
法

へ
の
対
応
、
森
林
整
備
を
柱
と
し
た
＝
温
室
効
果
ガ
ス
吸

収
源
対
策
へ
の
協
力
と
支
援
等
を
通
じ
て
地
球
環
境
の
保

全
に
向
け
て
今
後
と
も
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
般
よ
り
も
高
い〝
節
電
ハ
ー
ド
ル
〞を

設
定　

一
方
、
先
の
大
震
災
以
降
、
今
夏
の
電
力
供
給
の
安
定

確
保
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
政
府
は
去
る
七
月
一
日
に
三

十
七
年
ぶ
り
と
な
る
「
電
力
使
用
制
限
令
」
を
発
動
し
ま

し
た
。
対
象
は
東
京
、
東
北
両
電
力
管
内
の
企
業
や
工
場

な
ど
大
口
需
要
先
で
昨
年
夏
に
対
し
て
電
力
使
用
量
の
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
「
木
金
休
業
・
土
日
出
勤
」
に
踏
み
切
る
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
駅
構
内
や
デ
パ
ー
ト
で
の
照
明
設
備
の
省
電
力

化
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
流
通
業
界
等
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ

の
切
り
替
え
、
環
境
省
で
の
「
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

の
他
、
制
限
令
で
は
対
象
外
の
各
家
庭
で
も
エ
ア
コ
ン
の

使
用
を
抑
え
て
扇
風
機
を
使
う
な
ど
、
社
会
全
体
に
〝
節

電
モ
ー
ド
〞
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

す
で
に
会
員
各
社
毎
に
独
自
の
節
電
対
策
が
行
わ
れ
る

な
か
、
厚
生
労
働
省
の
直
轄
団
体
で
あ
る
日
衛
協
で
は
、

同
省
の
節
電
要
請
を
受
け
て
一
般
社
会
よ
り
も
高
い
『
二

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
』
と
い
う
〝
節
電
ハ
ー
ド
ル
〞
の

ク
リ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

表１ 社団法人日本衛生検査所協会「環境方針」

基本理念
私たちの住む地球はかけがえのないものであり、その環境下において全ての生物が健康

的な営みを続けていくために、限りある環境を良好な状態に保全し健全に維持していくこ
とは、将来の世代に対する私たちの責任です。
当協会は、臨床検査事業のすべての活動において環境に配慮し、負荷を低減することに

より、持続可能な社会の構築に貢献してまいります。

行動指針
当協会会員は、自ら環境保全に努めるとともに、地域社会の一員として、行政、地域社

会ならびにその他組織との連携・協力をはかり行動いたします。

１　環境関連の法律・規制・協定および協会が同意するその他の要求事項を順守します
２　環境保全活動の成果を向上させるため、適切な環境管理のための仕組みを導入して
継続的な改善に取り組みます

３　省資源、省エネルギー、廃棄物の適正処理、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイ
クル）、グリーン購入等を推進し、環境汚染の予防に努めます

４　行政や地域社会の環境保全活動に積極的に参画するとともに、従業員の自主的な取
り組みを支援します

One
Shot!「食生活改善普及運動」の月「食生活改善普及運動」の月

食べすぎにご用心！食べすぎにご用心！

 ㈶医療関連サービス振興会主催の『月例セミナー』が、下記の日程で行われます。

●日　時／平成23年10月４日（火）
　　　　　午後３時～午後５時

●場　所／ベルサール九段　３階
　　　　　千代田区九段北1-8-10　住友不動産九段ビル
　　　　　Tel：03-3288-2441

●テーマ／『放射線と健康リスク・環境リスク』

●講　師／浦島充佳氏
　　　　　東京慈恵会医科大学 分子疫学研究室室長、小児科学講座医長

●参加料／無料

●申込締切／平成23年９月30日（金）

●問合せ先／㈶医療関連サービス振興会
　　　　　　千代田区九段北１-11-11　第２フナトビル３F
　　　　　　Tel ：03-3238-1863
　　　　　　Fax ：03-3238-1865

月例セミナーのご案内

表１　血液中のASTとALT値が増加する病気 図１　慢性肝炎から肝硬変の病期における血中AST、ALT値の変化
1. 高度な上昇
（正常の10倍以上、
500 IU ／ L以上）

急性ウイルス性肝炎、劇症肝炎（AST＜ALT）
薬剤性肝炎（特に中毒性）（AST＜ALT）
ショック、重症心筋梗塞（AST＞ALT）

2.中等度上昇
（正常の2.5 
- 10倍、100 
- 500 IU ／ L
以上）

慢性肝炎（AST＜ALT）
アルコール性肝炎（AST＞ALT）
薬剤性肝炎（AST＜ALT）
心筋梗塞（AST＞ALT）
筋疾患（AST＞ALT）

3.軽度上昇
（正常の2.5倍
以下、100 IU
／ L以下）

慢性肝炎（AST＜ALT）
肝硬変（AST＞ALT）
肝癌（AST＞ALT）
脂肪肝（ アルコ－ル性：AST＞ALT，

過栄養性AST＜ALT）
閉塞性黄疸（AST＞ALT）
溶血性黄疸（AST＞ALT）

慢性肝炎
初期

ALT

AST

慢性肝炎
進展期

肝硬変
初期

肝硬変
末期

アルブミン、コリンエステラ－ゼ等
（肝機能を示す）

血
中
濃
度

基
準
範
囲
基
準
範
囲

血
中
濃
度

感
謝
の
気
持
ち
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十
四
歳
／
島
根
県
）
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